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麻疹（はしか）ワクチンについて

平成１９年春の関東地区の大学生を中心に麻疹が流行した関係で、麻疹ワクチ
ンが入手困難に陥っていました。 当院でも、5/26 に希望者に対する任意接種の
ためのワクチンは在庫がとうとう底をつきました。メーカー・薬卸の説明では、
お値打ちな麻疹単独ワクチンは入手不可能、高価なＭＲ（麻疹・風疹混合）ワク
チンも需要急増のため、支店割当制となり、当院でも数本/週になっていましたが、
ようやく現在は麻疹単独ワクチンもＭＲワクチンも通常通り入荷可能になってい
ます。

当院では、大学生・成人には麻疹抗体価（EIA/IgG 自費 4,200 円）を測定してか
らの接種（概略は、２頁目のシェーマ図（朝日新聞 6/5）を参照）を勧めています
が、費用の面から抗体価を測定せずに２回目を接種することも可能です。なお、
妊娠の可能性のある女性の場合は、妊娠していない時期（月経～排卵日前）での
接種が原則で、接種後は２ヶ月間の避妊が必要です。

母子手帳で麻疹・MMR・MR ワクチンの接種歴などを確認しますので、子供さ
んの場合は、母子手帳の持参されなかった場合は接種できません。既に１回は接
種済みの方で 2 回目の任意接種希望の児童や成人の方も、患者さんと良くお話し
合いの上で希望に応じて接種しています。なお、8月 2日の新聞報道（3頁目）に
よると、厚労省は平成 20 年度から 5 年間、13 歳（中一）と 18 歳（高 3）に公費
負担で MR ワクチン接種予定とのことです。この救済措置を待って接種するか、
安心のために早めに自費で接種するかは患者さんの選択となりますが、なるべく
接種されることをお勧めします。

麻疹単独ワクチン（当院では 6,000円＋消費税）は今までは入手困難でしたが、10
月 18 日以降供給可能となりました。なお、女児の場合は、先天性風疹症候群の予
防ためできるだけ高価になりますが、ＭＲワクチン（10,000 円＋消費税）をお勧
めします。

なお、予防接種法による定期接種（1 歳児、小学校入学前の１年間）も、従来
通り接種しています。１歳児・年長組児の方でまだＭＲワクチン接種をされてい
ない方は、名古屋地区でも麻疹は散発的に発生していますので、なるべく早め（1
歳のお誕生日祝いに、幼稚園の年長組に）に、MR ワクチンを接種（名古屋市に
住民票があれば無料）して下さい。

当院でのワクチン接種は、音声応答による自動予約システム(186-052-777-2826
代)で日時・ワクチン種類を選択して２日前から予約出来ます。詳しくは予約方法
のパンフレットもしくはインターネットＨＰを参照して下さい。

なお、当日は母子健康手帳を必ず持参の上、ご来院下さい。大学生、成人の場合は本
人だけのご来院でＯＫですが、１８歳未満の小・中・高校生の場合には、保護者の同伴
が必要です。

平成１９年５月２６日
（6/5、6/14、7/15、8/3、10/17 一部改訂）

（医）若葉台クリニック
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朝日新聞 2007.6.5 朝刊より
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中日新聞 2007.8.2 朝刊より
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ＭＲ・麻疹ワクチン在庫あり

全国的な麻疹の流行により、ワクチンが枯渇していま
したが、ＭＲ（麻疹・風疹）ワクチン、麻疹単独ワクチ
ンとも入荷し始めました。

このため希望によるＭＲワクチン（自費：1万円＋消費税）、麻疹
単独ワクチン（自費：6,000円＋消費税）接種は可能です。流行時に
は入手困難になりやすいため、在庫のある時期に接種さ
れることをお勧めします。

①定期ＭＲワクチン時期を逸脱している未接種の乳幼児
（9ヶ月～1歳未満、2歳以上～小学校入学2年前（年中組））

②1回接種のみの方、もしくは未接種の方
（小学校～大学生、成人）
（女児はＭＲワクチンを勧めます）
（妊婦は除く、接種後2ヶ月は避妊）

（注）

新聞報道によると、平成20年4月より5年間の時限立法で、13歳と18歳にＭＲ
ワクチンを接種（一部有料または無料は未定）となります。従来からの定期
接種（1歳児、年長組）と上記の時限立法の13歳・18歳以外の年齢での接種は
自費接種になります。欧米ではＭＭＲ（麻疹・風疹・おたふく）ワクチンの2
～3回接種が常識ですので、自費で1回余分に接種することは意味があります。

（医）若葉台クリニック


